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2015. 7. 19  No.64 

止めよう！戦争立法 総がかり国会包囲行動 

6 月 14 日（日）の国会包囲行動は午後 2 時から開

始予定でしたが、午前中水戸で研究会があったた

め、12 時半の特急で東京へ。国会議事堂駅に着いた

時はすでに 2 時を少し過ぎていました。茨城の集合

場所、国会図書館前を目指し歩き出しましたが進む

につれどんどん人が多くなりしばしば立ち止まった

りする状態に。国会正門を目の前にした交差点で「こ

こから先は人がいっぱいで行けません」と警官に制止

されてしまいました。しかしこのルートでは正門前

を経由しないと国会図書館前には行けません。警官

のスキをねらって強行突破。30 分以上かかって集合

場所に到着しました。 

この日は茨城労連の旗はありましたが、つくば 9

条のメンバーはいないな～と思っていたところ前代

表のＹさんにバッタリ。水戸の翔事務所の方や、高

教組、平和委員会など水戸方面の方が多く参加され

ていました。国会周辺は人垣が 2 重 3 重になりシュ

プレヒコールを唱和、ラップ調の歯切れのよいコー

ルでしたが、長い時間コールするので少し疲れまし

た。車椅子の老婦人や杖をついて歩かれているご老

人の姿に、なんとかこの法案を止めたいと願う人達

の思いが溢れていました。（穂積） 

6.17 いばらき総がかり行動 

―戦争法案廃案から安倍政権退陣へ― 

水戸への参加は 5.3 の憲法フェスタ以来のこと。 

今まで何か地方集会だと宣伝効果がイマイチという

感じだったが今回は小雨の降る中参加者 1000 名と

報じられてビックリ。やっぱり“数こそ力なり”と

改めて実感。また若者の迫力ある“戦争反対！憲法

守れ！９条壊すな！”のシュプレヒコールに引っ張

られて最後まで行進し続けることができて満足。 

平和６団体・各政党の力強い決意をヒシヒシと肌

で感じながら大きなパワーを頂いた。中でも某代表

の“この稀代の悪法・戦争法案を安倍首相の祖父で

ある岸信介元首相（A 級戦犯容疑）のお墓に葬り去ろ

う！”との当意即妙の言葉が印象的だったネ。また

帰途の電車の中では昔の同僚と会い対話が弾んだ。

その後の自民党・安倍政権に潜む言論弾圧の憲法違

反ぶりには絶句し“戦争法案絶対廃案”どころか

“安倍政権絶対退陣”の引導を黄門様(国民)から突き

つけなければならないと決意を新たにしました。 

この力を糧に、３万人参加の６．２４国会包囲行

動に結集し、茨城県労連の旗の下３万分の１の力に

なったことを実感。（つくば市・研究学園 大塚） 

女の平和 6.20 国会ヒューマンチェーン 

▼6 月 20 日、今年 2 回目の「女の平和 6.20 国会

ヒューマンチェーン」が実施され、前回の 2 倍を超え

る 1 万 5000 人が集まり、赤をまとった女性たち

が、やはり赤い服を着た子どもたちと一緒に「人間の

鎖」を作って国会を2重、3重に囲み、安倍政権に「レ

ッドカード」を突き付けました。 

 参加した女性は、北は北海道、南は沖縄まで広範

囲な地方から来たとのこと。安倍政権の暴走、戦争

への道を平和のオブラートで包み込んで説明するだ

まし討ち、国民の意思を無視する厚顔無恥な態度に

安保法制反対の抗議行動

が、全国各地で、幅広い

世代によって行なわれ、

戦争法反対の声は日に日

に大きく盛りあがってい

ます。９条つくばでは、

国会、茨城、つくばで行

なわれる反対行動をハガ

キで呼びかけ、賛同人の

皆さまの参加を訴えまし

た。「戦争法反対！」の

行動を紹介します。 
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強く怒り、居ても立っても居られない心境、あるい

は、いま行動しないと後悔するのではないか、との思

いから駆け付けた人が多かったのではないでしょう

か。女性たちは「殺し、殺されるのはイヤ！」「子ども

達を、決して戦場には送らない！」「戦争法案は廃案

に」と声を限りに叫びながら、4 回にわたって、隣り

合った参加者と手をつなぎ、人間の鎖で国会を包囲し

ました。国会包囲のヒューマンチェーンの間隙を縫っ

て、憲法学者の青井未帆さん、国会議員の辻元さん、

沖縄の糸数慶子さんなど 25 人が次々に演台に立って

戦争法案反対を訴え、「絶対に戦争はさせない」とい

う、女性たちの強い決意にあふれた行動でした。参加

者に大きな力を与えた集会であったと思います。 

 こうした女性のレッドアクションは、この日、大

阪、名古屋、長崎、札幌、青森でも規模大きく実行さ

れたと報道されています。次は私の地域で！との思い

を胸に帰路についた女性が多かったと思います。

（M.O） 

注＊レッドアクションは、アイスランドの女性たちが

1970 年代、女性の地位向上を求め、赤いストッキング

をはいて行なった運動がモデル。 

▼6 月 20 日、横湯園子さんなどが呼びかけた「女の

平和アクション」、今回で 2 回目ですが、女性だけで

なく赤いものを身に着けた男性の応援が多くなったよ

うに思いました。私と世話人のＳさんは早目に行った

ので憲政記念館前の座れる石垣を Get（座れる場所は

ここだけです）。隣には父親と母親、小学生の娘 2 人

の唐辛子のようなマッカッカの家族連れがいたため、

マスコミの集中取材を受けていました。ちなみにこの

家族は静岡から参加したそうです。1回目の倍の1万

5 千人が集まりました。 

東京の集会に参加するのは、時間もお金もかかりま

すが、こんなに大勢の人達が反対しているのを目の当

たりにすると、不思議な力が湧いてきます。今後も続

くと思いますので皆さんも参加してみて下さい。体は

疲れても心が元気になれますよ。（穂積） 

6･24 国会包囲行動参加者３万人！ 

▼6 月 24 日（日）は 18 時半からの行動でした。Ｔ

Ｘつくば駅に集合して参加された賛同人が多かった

ようです。集合場所ではつくばから 25 人位の参加

者を確認しましたが集合場所に辿り着けなかった賛

同人の方や全く違う場所にいた方など含めて 30 人

ほどの参加だったと思います。つくば 9 条の会の旗

が目印になりよかったです。この日の全体の参加者

は 2 万 5 千人と発表され、戦争法案反対の集会では

最高の人数でした。雨宮処凛さん、澤地久枝さん、

山口二郎さんなどの訴えの間にシュプレヒコールの

唱和がありました。山口さんの発言は大学の先生と

は思えぬ（？）大迫力でした。（穂積） 

▼今年は、戦後７０年の大きな節目の年です。世代

間、そして体験者からの生の声など、戦争の悲惨さ

と 9 条守れの反戦平和の継承が問われております。

戦争は「平和」を掲げてやってくると言われています

ように、今まさに正念場となっています。 

特定秘密保護法を施行した（2014 年 12 月）安

倍政権は、日本を「戦争する国」にする違憲の戦争法

案成立のため 95 日間の会期延長を強行しました（6

月 22 日）。国会の会期内に成立しなかった法案は、

廃棄するのが「会期不継続」の原則です。 

戦争法案反対の声は、憲法学者だけでなく広範な

層に広がってきています。 

戦争する国づくりＮＯ＠つくば実行委員会から

の、許すな戦争法案、戦争させない・９条壊すな！

総がかり行動実行委員会による、とめよう戦争法

案！集まろう国会への 6・２４国会包囲行動に参加

してきました。 

ＴＸつくば駅から現地までの経路は、ＴＸ北千住

駅から地下鉄半蔵門線経由ですと下車駅の永田町駅

まで乗り換えなしで行けます。集結場所は、地上に

出てすぐの国立国会図書館正面前(国会議事堂背面)

の歩道で、いばらき労連の幟が目印でした。 

18：30～20：00 までの集会では、集結地点で

（デモ行進はなく）政党代表者と著名人の連帯挨拶者

への呼応とシュプレヒコールの怒りの熱気が終始感

じられました。しかし、この集結地からは政党代表

と著名人の連帯挨拶者の姿を（澤地久枝さんや雨宮処

凛さん・佐高信さんらの諸氏）見ることが出来ません

でしたが、街路樹に左右の方向に向けて設置された

2 台の大スピーカからの音声はよく聞き取れまし

た。なお、９条の会つくばからは 20 名近くが参集

し、当日の全参加者は３万人とのことでした。 

そして、7 月１日に行なった安倍政権ＮＯ実行委

員会の記者会見では、戦争法案廃案、原発ゼロ、環

太平洋連携協定（TPP）反対など 12 分野で運動する

人たちが７月２4 日に合流して、首相官邸包囲行動

の実施が報道されております。 

さらに多くの仲間を誘い、憲法 9 条を守れ！戦争

法案反対！言論の自由を守れ！の声を一回り大きく

拡げていきましょう！（Ｎ．Ｈ） 
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自衛隊をいつでもどこへでも派兵しアメリカの戦

争に加担できるようにする「戦争立法」、国会周辺

はもちろん、全国各地で反対の行動が広がっていま

す。つくばでも毎週金曜日 18:30～19:30 に「ラン

タン行動」を開催しています。 

初日は６月 19 日（金）18:30～、つくば駅 Q't

前で予定していたランタン行動は午後からの豪雨で

地上での開催を断念…急きょつくば駅改札前で行な

われました。賛同人の皆さんに参加を呼び掛けてい

ましたが、雨足が収まらないにも関わらず 50 名の

方が横断幕やプラカードを持って結集！利用者、乗

降客の皆さんに「憲法違反の戦争法ストップ！」「９

条壊すな！」「戦争 NO!」「若者を戦争に送るな！」

「自衛隊員の命を守れ！」を訴えました。 

６月 26 日研究学園駅前行動もあいにくの雨…に

もかかわらず 40 名（犬２匹も）が集合しました。 

７月３日、またもや雨の万博公園駅で、20 名がチ

ラシ配布とコールでの訴えを行ないました。 

７月 10 日にはみどりの駅にて 20 名の参加があ

りました。この日はコールの他に絵本「新・戦争の

つくりかた」（りぼん・ぷろじぇくと作 マガジンハウ

ス発行）をリレーで朗読しました。戦争をしないと決

めた国・日本が、戦争の 

できる国になっていく道 

筋を、やさしい言葉で描 

いた絵本です。安保法制 

に揺れる今の日本を予言 

しているかのような内容。 

今後も TX 駅での行動を 

行なっていく予定です。S 

９条つくばでは、市内他団体と共に毎週金曜日につくば

エクスプレスの駅頭で、ランタンを灯しながら「戦争立

法」反対を訴える行動を行なっています。九条の会茨城

連絡会で作成されたチラシと戦争する国づくり NO@つく

ばのチラシ、ティッシュを配布するなどの行動をして

きました。皆さまのご参加をお待ちしております。 

18:30～19:30 

７月 24 日 研究学園駅 

  31 日 万博公園駅 

８月７日 みどりの駅 

  21 日 つくば駅 

  28 日 研究学園駅 

戦後七〇年の平和               太田紀伊子（つくばね番傘川柳会会長、全日本川柳協会常任幹事） 

今年の憲法フェスタはことのほか意義ある集いであった。 

押しつけと言うが平和な 70年   松原日出夫 
日本国憲法のお陰であった。 

九条は平和を運ぶキューピット   佐藤美枝子 
誰もが九条のありがたさを感じている。五七五の世界一短い詩形の川柳は訴える力が強い。社会性のある句が

作りやすい。私はそれが川柳の本筋であろうと思う。まして憲法記念日にはテーマがあっての時事川柳は後々ま

で語り継ぎましょう。 

2014 年時は「解釈で変えるな壊すな平和憲法」「微力でも無力じゃないと友とデモ」「人類の進歩の証我が憲法」

のように５７５のリズム感が無くストレートに詠んだ句があったが、2015 年３月９条の会で川柳講座を開催さ

れて学んで頂いた成果が出て、2015年には説得力のある句が多く詠まれた。 

九条を世界遺産にして守る      齋藤弘美 
我が軍に平和憲法攻められる     二宮茂男 （安倍総理の自衛隊発言我が軍） 

九条よシリアに咲けと散った友   澤田紀一 
ただ、それを変えようとしているムードが怪しくなってきた。 

日光の猿もびっくり秘密法       大塚信茂 

解釈を勝手に変えて武器輸出     服部清子（これは 2014 年作） 

戦争法案採決。官邸前他全国で講義のデモに若い方も多くなってきた。 

戦争に負け話し合うことを知り  山田こいし 
この句のようにいきたいもの。ノーベル賞にもノミネートされたそうで、堅く守っていきたいものだ。川柳はも

のをよく見て作るものと言われる。視野を広げて社会的な内容の句をどんどん作る方が精神的年齢を若く保つ意

味でも大変に良いことと思う。そういう意味でもこの憲法川柳は今の時代ぴったり、新しい言葉も出てきたり、

安保法戦争法案可決に国会は日を時間を待たない。川柳で抗議しましょう。 
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2015 年 5 月 19 日、「九条の会茨城県連絡会」が発足し

ました。連絡会の発足は、「5・3 憲法フェスティバル」を機

に開かれる「茨城県内９条の会交流会」でこの数年議論されな

がらなかなか実現するに至らなかったもので、今年、ようや

く発足にこぎつけたのでした。関東圏で 9条の会の「連絡会」

がないところは茨城県だけであっただけに、これからの活動

には県内外から大きな期待が寄せられています。 

 現在、茨城県内に存在する9条の会は36団体が確認されて

います。5月19日の連絡会設立会議には総数17の9条の会 

が参加、会の名称、連絡会が果たすべき機能及び事務局メンバーを決めました。当面の共同行動として、連絡

会「統一チラシ」の作成・配布が決まり、茨城県九条の会を中心に事務局で検討を重ね、6月、84,000枚のチ

ラシを 27の 9 条の会にお届けしました。このチラシは９条つくばでもハガキで賛同人の皆さんに呼びかけ、多

くの方に居住地域への配布をお願いしました。今後の課題としては、①すべての市町村に 9 条の会を設立する、

②休眠中の９条の会、とくに県庁所在地である水戸の９条の会を活性化する、③11 月に全県９条の会が協力し

て、1,000 人規模の講演会・集会を開き、できれば大江健三郎さんを招く、④選挙権が 18 歳に引き下げられ

たことに伴い、若者に働きかける活動を考える、などが揚げられています。（長田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ですが実現できませんでした。6月24日開催の総務常

任委員会（各会派６名で構成、日本共産党の滝口市議が

委員長）では、委員長が怪我で欠席のため、市民ネット

の北口議員が委員長代行で議長となり、久保谷議員（自

民党）、高野議員（つくば市民政策研究会）、木村修寿

議員（統一会派清新会・民主党の会）、小野議員（公明

党） の４名で審議されました。審議に先立って、紹介

議員の田中議員が趣旨説明を行い、木村議員の提案に

より、請願者を代表して当会の野崎が説明を行いまし

た。審議に入って、小野議員（公明党）の反対討論があ

り、残念ながら賛成討論がない中で不採択となりまし

た。 

6月30日の本会議に向けて、全議員宛てに①立憲主

義を守る、②国民合意を大切にする、の２点に留意さ

れて議論を深めていただきたいとお願いする手紙を送

り、電話で手紙を確認していただくように手分けして

お願いしました。 

本会議では、皆川議員（市民ネット）と橋本議員（日

本共産党）の賛成討論、小野議員と五頭議員（自民党）

の反対討論の後、採決結果、賛成少数（７名）で不採択

となりました。討論はそれぞれの論点が出されたと思

いました。つくば清新会・民主党の会とつくば市民政

策研究会の 3 名の市議会議員に、紹介議員を要請する

電話の中の応対では、賛成していただける可能性もゼ

ロではないと感じています。 

美浦村では委員会で不採択となった請願が本会議で

採択されました。茨城県内で唯一とのことです。９月

のつくば市議会に向けての行動が求められています。

まず、市議会の中で意見書を提出する可能性について

検討してくださいと働きかけながら、市民の側からも

再度の請願の可能性について話し合っていきたいと思

います。（共同代表 野崎） 

安保法制関連法案がいよいよ国会に上程される状況

の下で、「九条の会」は全国の９条の会に向けて、国

会・政府や地方自治体へ働きかけを含む様々な行動を

呼びかけました。５月連休明けに開かれた県南９条の

会交流会では、この九条の会アピールを受けて県議会

への働きかけを行うことを話し合いました。併せて県

南の市議会などへの対応はそれぞれの自治体の９条の

会の取り組みに委ねられました。 

つくば市議会は、昨年７月１日の閣議決定前に、衆

参議長と内閣総理大臣や関係大臣宛てに「集団的自衛権

行使は、立憲主義の観点から容認できない」との意見書

を提出しています。この閣議決定を具体的に実行可能

にするための「平和安全法制整備法案」（10 本の関連既

存法の改変法案）と「国際平和支援法案」（自衛隊の海

外出動を常時可能にする新法案）が国会に提出される予

定でした。5月17日の定例世話人会は、つくば市議会

が昨年の意見書の立憲主義の観点を引き継いで、これ

らの法案に対して国会と政府に意見書を出すことを求

める趣旨の請願を行うことを決め、請願文書の内容を

そこで詰めました。請願事項は「今国会会期において、

上記 2 法案を採決しないことを求める趣旨の意見書を

国会並びに政府に提出していただくことを請願します」

という内容でした。限られた期間の中でしたが、6月5

日に請願書を提出した団体は、当会の他、研学９条の

会、新しいつくばを創る市民の会、学研労協、年金者

組合つくば支部、新婦人つくば支部です。その後もう

一つの団体が同趣旨の請願を行いました。これら 7 団

体の請願は同趣旨の請願として一括審議となりまし

た。 

紹介議員は、金子和雄議員（新社会党）、田中サトエ

議員（日本共産党）、宇野信子議員（つくば・市民ネッ

トワーク）にお願いしました。他の会派にもお願したの
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◆賛同人  2015年７月 10日現在 
 総数 916名 （市内 667名） 
◆９条署名７月 10日現在 15,948筆 

当会では原則第１日曜日に定例署名行動、９日に９の
日署名を行なっています。 
また直接個人署名を頂いております。ご協力に感謝致
します。皆さまのご参加お待ちしております。 

6 月 7 日、 研・学９条の会 

「第１８回講演と対話のつど 

い」が小野川交流センターで開 

かれ約４０人の参加者でした。 

 「結成１０周年を迎えて〜憲法９条を根底から覆す『戦

争立法』と改憲の暴走を止めるために…」のテーマのも

と、研・学９条の会・高松邦夫氏から基調講演がありま

した。また、「戦争の歴史」について、KEK９条の会・

和気正芳氏、「海外で武力行使する自衛隊に死傷者は出

ないか」について、阿見町九条の会・中山熙之氏から話

題提供がありました。 

 基調講演ではこの 10 年間の政治状況、「戦争立法」

の問題点、その時々の情勢に対応し、声明やアピールを

会として発出したこと、今後の会の課題と展望等が話さ

れました。話題提供での「戦争はコストが高く、利益が

少ない。戦争の歴史はもはや終わった」「後方支援活動や

PKO 法の改定による治安維持活動等は、自衛隊のリス

クを高め、憲法９条違反の武力行使につながる可能性も

否定できない」などの点が印象に残りました。全体討論

の時間割がもう少し長ければ、参加者の討論も深まった

のではと感じました。（武田） 

６月 25日(木)午後１時か 

ら「いばらきコープ土浦」で 

開催。参加は土浦９条の会、 

阿見９条の会、研学９条の

会、牛久９条の会、当会から４名が出席。 

報告しあったこと： 

① 九条の会茨城県連絡会のチラシ配布 85000 枚を印

刷し、県全体で 75000 枚を、県南地域９条の会は

35000 枚を配布。 

② 県南各地 9条の会の現況 

・つくばみらい市は６月 21 日に国会周座込み(12人)。

７月９日に９の日行動を予定。平和行進の準備中。 

・土浦市は６月４日以降、毎日少なくとも 1 人が国会行

動に参加。６月13・14日は国会、６月17日は水戸の

集会に参加した。９の日署名では 30 人が集まり 110

筆の署名、新社会党、社民党、共産党と共闘した。 

・竜ヶ崎市は、「戦争法案に反対する龍ヶ崎市民の会」が

でき、署名を集めシール投票を実施した。中学生もシー

ル投票に参加。署名行動は週１回実施。来年２月にアー

サー・ビナードさんを招き設立記念の集いを予定。 

・阿見町は、チラシを 500 枚配布、６月 17 日に署名

行動、７月 19 日に設立２周年の集いを行う(イラク派兵

差し止め訴訟で活動した川口創弁護士を招く)。 

・研学９条の会は、６月７日に 10 周年記念の講演と対

話の会を開いた。４名の会員が講演した。「安全保障関連

法案」に反対する声明を出し県内衆参議員に発送予定。 

・牛久市は、チラシ１万枚を配布。署名は６月９日に実

施(生協前で署名活動９人で 61 筆)。７月 18 日の澤地

さんの呼びかけには集会とデモで対応するが、多くの団

体に声をかけて実施予定。９月 26 日には、９周年のつ

どいを実施(近代史家の宮地さんを講師に招く)。 

・つくば市は、市議会に、国会・安倍内閣などに戦争法

案成立を急がず、慎重に審議することを求める請願書提

出（詳細は４頁の報告参照）し、審議させることができ

た（総務委員会で否決）。全賛同人にハガキを郵送し、６

月 17 日(水戸行動)、19 日(つくば駅・ﾗﾝﾀﾝ行動)、24

日(国会行動)への参加を呼びかけた。7月 14～19 日に

「戦時ポスター展」を開催する。12 月に、結成 10周

年記念のつどいを予定。戦争体験を３人の講師が語る。

それまでに、10 年の間ニュース「結」に掲載された戦

争体験記をベースに冊子を発行する予定。 

話し合ったことは、県南９条の会としての共同の活動

について（県選出の衆・参議員の地元事務所への電話・

ファックス・はがき作戦、戦争法案についてのシール投

票と署名、澤地さん提案の「アベ政治を許さない一斉行

動＝7月18日(土)午後に全国一斉にポスターを掲げる」

の具体化、九条の会のポスターの活用が提起）。 

講演会・学習会・展示会などの共同企画については、

８月の敗戦記念日を中心とした企画（例えば原爆展示

会）、歌の祭典「みんなで歌おう！反戦歌」、映画の祭典

（昔日の名画を日替わりで）など。県南地域９条の会が

呼びかける広範囲な市民団体、労組、職業組織などによ

る「戦争法案をなきものにする総がかり集会＆デモ」を

企画してはどうか。 

九条の会がまだ設立されていない地域への連絡、強め

たい地域への参加呼びかけを検討。 

提案されたこと：①県南版「女性の平和」レッドアク

ションの 7月中の実施、②自衛隊（阿見・土浦）の隊員

や基地の町に住んでいる人への訴え。 

11 月頃に茨城県として大きなイベントを企画できな

いか。大江健三郎、宮崎駿（with 菅原文子、｢ｸﾞﾘとｸﾞﾗ｣

童話作家の中川さん）、鳥越俊太郎、田中優子、渡辺えり、

渡辺治、浜矩子の各氏などを検討。（M） 

第 1 分科会「国際ボランティアの現 

場から見る日本国憲法―集団的自衛権 

は日本を守れるのか」に参加して 

6 月 28 日（日）ひたちなか市で

開かれた茨城県母親大会、助言者は NGO国際ボランテ

ィアセンターの代表理事・谷山博史さん。国際ボランテ

県南地域９条の会 

交流会報告 

研学９条の会 

対話のつどい 

茨城県母親

大会報告 
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◇ストップ!戦争法案 7.21戦争法案に反対する県南集会 

日時：７月 21 日(火) 集会 18:00 ～ パレード 19:00～ 

場所：土浦・亀城公園 

主催：7・21 戦争法案に反対する県南集会 

連絡先：090-3094-7326（坂本）090-3537-2632（福田） 

◇女性の平和 7.26レッドアクション in県南 

日時：７月 26 日（日）11:00～14:00 

場所：つくば市・中央公園 

内容：戦争法案を何が何でも成立させようとする安倍政権に

レッドカードを突き付けたい集会、音楽とパフォーマンス、

子どもの遊びコーナー、辺野古カフェ、戦争いらないカレー

カフェ、飲み物、お惣菜などの販売、ヒューマンチェーン 

連絡先：長田 090-7845-6599 穂積 090-6492-5378 山本

029-869-0842 

◇戦争法案反対・国会行動 

７月 23 日(木)18：30～ 戦争法案反対国会前集会 

７月 24 日(金) 18:30〜日比谷野音集会/19:00〜首相官邸包

囲 主催：安倍政権 NO! ☆ 実行委員会 

７月 26 日(日)14：00～ とめよう！戦争法案 7・26 国会包

囲行動(国会議事堂周辺) 

７月 28 日(火)18：30～ 戦争法案反対！日比谷野外音楽堂 

７月 31 日(金)17：00～ 安保法制に反対する学者の会主催

（学生と学者の共同行動）国会周辺 

◇敗戦七〇年 一日遅れの八・一五つくば集会＋デモ 

日時：８月 16 日（日）集会 14:00～16:30 デモ 17:00～18:00 

場所：つくば市吾妻交流センター大会議室 

内容：①お話 須永守さん（日本近現代史研究者）「反戦・

平和は生きているか―「積極的平和主義」の源流を問う」

②全体討論 参加費：500 円 

主催：戦時下の現在を考える講座 

連絡先 090-8441-1457（加藤）090-3902-5801（藤田） 

◇「山本慈昭 望郷の鐘～満蒙開拓団の落日」上映会 

日時：８月 15 日（土）13:30～、16:00 

場所：土浦市民会館小ホール/前売：1000 円 当日：1300 円 

望郷の鐘上映実行委員会連絡先：090-4425-0233（横山）

029-887-8038（長南）090-1739-8735（水野） 

イ ン フ ォ メ ― シ ョ ン 

８月２日（日）、９日(日) 署名行動 12：00～アルス前

（予定） 

６日（木）、９日（日）平和の鐘一振り運動 北斗寺、

めぐみ教会、長寿館花室保育園にて予定 

＊詳細は事務局までお問い合わせください。 

19日（水）事務局会議9:30～松代交流センター（予定） 

９月20日(日）定例世話人会 10:00～「結」65号発行 

並木交流センター（予定） 

映画の冒頭、奈良岡朋子 

さん扮する老女が「あの木 

を切ってはいけない。あれ 

はお母さんの木だから…」 

と語ります。この人は誰？ 

お母さんの木とは？と思っ 

た途端時代がさかのぼり太 

平洋戦争前の信州の山深い 

村へ。村の若い郵便局員の妻となった女性は 7 人の子

どもを次々に授かりましたが、1 番下の子どもが３～

４歳の時、夫が急死します。貧しいながら、家族助け

合って生活しているうちに、戦争の影が濃くなってい

き、とうとう長男が出征することになります。 

最初の子の出征は村中の人達に華々しく見送られ、

母親も名誉の出征、と誇らしげです。母親は息子の無

事を祈って庭に 1 本の桐の木を植えました。しかしそ

の後、次男、三男、四男と徴兵が続き庭の桐の木の本

数が増えます。そのうち、長男、三男、四男が次々戦

死、次男の行方も分からなくなりました。そんな中で

の五男の出征にとうとう堪りかねた母親は、列車に乗

ろうとする五男にしがみついて止めようとしますが憲

兵や警官に暴行をうけ「非国民」との言葉をあびせられ

ます。養子に出した六男も末っ子の七男も戦死、次

男、五男は偶然戦場で再会しますが、次男は死に、五

男は行方不明になりました。 

母親は子どもの帰還を祈りながら亡くなり、辛うじ

て生還した五男に会うこともできませんでした。そし

て庭には７本の桐の木だけが残りました。子どもたち

を次々戦争にとられ、戦死しても悲しむこともできな

かった当時の母親の悲嘆が胸に迫る映画です。また、

男手を失くした農村の厳しい暮らしぶりもわかりま

す。 

この時期、この映画が封切られたのは、戦後 70 年

という区切りもあるでしょうが、二度とこんなに悲し

いおかあさんを作ってはいけない、という制作者の強

い願いがあったのでしょう。最初の登場した老女は最

後に、一人だけ帰還できた五男の妻だったと分かりま

す。五男とその妻の生活は幸福だった、と語られ映画

を見た人たちは少しだけ心が温かくなったことでしょ

う。（H） 


